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令和２年度 第９回 教授総会議事概要 

［令和３年１月２０日（水）］ 

 

○ 所長から、次の新任教員について紹介があった。 

・令和３年１月１日付け 

【採用】 

黒川 晴正   物質・環境系部門 特任教授 

 

○ 前回議事概要（案）が承認された。 

 

Ⅰ 報告事項 

１．寄附金受理報告 

配付資料に基づき、整理番号Ｓ０２－７８～８４の計７件について、常務委員会の審議の結果、

受理された旨報告があった。 

 

２．受託研究受理報告 

配付資料に基づき、受託番号Ｔ０２－７～８、Ｇ３０－４９（増額）（期間延長）、Ｇ０１－１１

（減額）、Ｇ０２－５０、Ｇ０２－５６～５７、Ｇ０２－５９～６１、Ｇ０２－６４、Ｇ０２－６９

～７１の計１４件について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告があった。 

 

３．民間等共同研究受理報告 

配付資料に基づき、受付番号Ｋ２８－１２９（増額）（期間延長）、Ｋ２９－１４５（増額）、Ｋ０

２－７９、Ｋ０２－９３、Ｋ０２－９６、Ｋ０２－９９～１０２、ＮＫ０２－１１の計１０件につ

いて、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告があった。 

 

４．人事報告 

(1) 物質・環境系部門（機能性分子集合体設計工学分野）の教授、革新的シミュレーション研究

センター（ナノ・マイクロ機械物理学分野）の教授、人間・社会系部門（分散エネルギー資

源活用工学分野）の特任准教授、機械・生体系部門（モビリティ工学・自動車工学分野）の

客員教授に係る人事について、１月２０日（水）開催の人事教授会、人事教授准教授会にお

いて投票が行われる旨報告があった。 

(2) エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門（エネルギーシステムインテグレ

ーション分野）の特任教授、エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門（エ

ネルギーデマンド工学分野）の特任教授、基礎系部門（二次元材料物性分野）の特任准教授、

基礎系部門（複合原子層科学分野）の特任准教授、人間・社会系部門（グローバル水文学分

野）の特任准教授、人間・社会系部門（マルチソースエネルギーシステム解析工学分野）の

特任准教授、機械・生体系部門（バイオ医療マイクロシステム分野）の講師、機械・生体系

部門（海洋複合計測システム分野）の特任准教授（特定短時間）、機械・生体系部門（バイオ

ハイブリッドシステム分野）の特任教授、機械・生体系部門（海中・海底情報システム学分

野）の准教授、人間・社会系部門（広域生態環境計測分野）の特任教授（特定短時間）、人間・

社会系部門（交通政策論分野）の准教授、機械・生体系部門（探索医療工学分野）の特任教

授、物質・環境系部門（半導体デバイス低温育成プロセス分野）の特任准教授、物質・環境
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系部門（非鉄金属資源循環工学物理プロセス技術開発分野）の特任教授（特定短時間）、基礎

系部門（材料強度学分野）の准教授または講師、情報・エレクトロニクス系部門（熱フォノ

ンエンジニアリング分野）の特任准教授に係る人事について、人事が進行している旨報告が

あった。 

(3) 災害・復興知連携研究機構の教授（兼務）（３名）および准教授（兼務）（２名）、統合ゲノム

医科学情報連携研究機構の教授（兼務）（１名）および准教授（兼務）（２名）、心の多様性と

適応の連携研究機構の特任教授（兼務）（１名）、学際融合マイクロシステム国際連携研究機

構の教授（兼務）（６名）、准教授（兼務）（４名）、講師（兼務）（１名）および特任教授（兼

務）（３名）、次世代都市国際連携研究機構の教授（兼務）（１名）に係る人事について、１月

２０日（水）開催の常務委員会で、承認された旨報告があった。 

 

５．東京大学生産技術研究所の教授、准教授、講師及び助教の任期に関する内規の一部改正について 

東京大学生産技術研究所の教授、准教授、講師及び助教の任期に関する内規の一部改正について

報告があった。 

 

６．教員活動レビュー報告 

古川亮レビュー委員長代理から、吉江尚子教授の教員活動レビューについて、また、溝口照康レ

ビュー委員長から、岡部徹教授の教員活動レビューについて報告があった。 

 

Ⅱ 審議事項 

なし 

 

Ⅲ 内外情勢報告 

１．研究科長・学部長・研究所長合同会議（１／６、１／１９） 

配付資料に基づき、研究科長・学部長・研究所長合同会議について、報告があった。 

 

２．第 13回未来社会協創推進本部（１／６） 

第13回未来社会協創推進本部について、報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１．東京大学におけるダイバーシティに関する意識と実態調査について 

岸所長から、東京大学におけるダイバーシティに関する意識と実態調査について、協力依頼があ

った。 

 

以 上 


